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第 56 回通常総代会開催
～全8議案が承認～

て
い
ま
す
。
営
農
振
興
こ
そ
が
農
協
の

第
一
の
使
命
と
し
て
役
職
員
一
体
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
今
後

の
農
業
振
興
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
田
河

地
区
の
吉
富
一
敬

総
代
と
沼
津
地
区

の
浦
田
俊
一
総
代

が
議
長
と
し
て
登

壇
し
、
事
業
報
告

や
10
年
の
営
農
振

興
を
支
え
る
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
に
む
け
た
自
己
資
本
増
強
計
画
を

含
め
た
事
業
計
画
、固
定
資
産
の
取
得・

　

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
は
６
月
28
日
（
月
）、

郷
ノ
浦
町
の
本
所
大
会
議
室
で
第
56
回

（
令
和
２
年
度
）
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
総
代

会
資
料
の
概
要
を
ま
と
め
た
説
明
動
画

に
よ
っ
て
、
壱
岐
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
し
て
組
合
員
皆
さ
ま
に
説
明
を
行

う
と
共
に
、
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
感
染

リ
ス
ク
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
書

面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

　
総
代
皆
さ
ま
の
ご
理
解
に
よ
り
、
総

代
数
４
９
７
名
に
対
し
、
議
決
権
書
面

の
提
出
は
３
３
７
名
と
な
り
、
実
出
席

者
30
名
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
代
会
で
川
﨑
裕
司
組
合
長
は
「
令
和

２
年
度
は
、
農
家
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご

利
用
と
経
費
削
減
等
に
よ
り
、
計
画
以

上
の
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
、
県
・
市
含
め
た
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
10
年
後
、
販

売
高
１
０
０
億
を
目
指
す
第
９
次
営
農

振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
必
要
と
さ

れ
る
農
協
を
目

指
し
て
農
家
組

合
員
の
所
得
増

大
に
向
け
て
今

後
取
り
組
む
決

意
を
新
た
に
し

処
分
な
ど
８
つ
の
議
案
に
つ
い
て
採
決

が
行
わ
れ
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
代
会
開
催
に
あ
た
り
、 

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
青
年
部
、
女
性
部
役
員
の

皆
さ
ん
は
、
同
Ｊ
Ａ
で
感
染
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
実
出
席
を
減

ら
す
施
策
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
会
場
へ
の
参

加
を
や
め
て
、
芦

辺
町
の
担
い
手
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
、
当
日

の
様
子
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

傍
聴
し
ま
し
た
。

議案採決の様子

議長を務めた吉富総代（左）
と浦田総代（右）

女性部、青年部もＷＥＢ
で参加されました

挨拶をする川﨑組合長

【
第
56
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
及
び
報
告
事
項
】

報
告
事
項
１　
令
和
２
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び

　
　
　
　
　
　
に
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

第
１
号
議
案　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

第
３
号
議
案　
固
定
資
産
取
得
・
処
分
の
件

第
４
号
議
案　
令
和
３
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
支
給
額
決
定
の
件

第
５
号
議
案　
令
和
３
年
度
経
費
賦
課
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
６
号
議
案　
定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
７
号
議
案　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
８
号
議
案　
令
和
３
年
度
米
麦
等
の
バ
ラ
検
査
及
び
抽
出
検
査
に
関
す
る
権
限
委
任
の
件

附
帯
決
議　
こ
の
総
代
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
事
項
で
、
権
利
義
務
に
関
し
な  

　
　
　
　
　
　
い
軽
微
な
事
項
、
字
句
の
修
正
及
び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
修
正
は 

　
　
　
　
　
　
理
事
会
に
一
任
し
ま
す
。

報
告
事
項
２　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

2
い
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総代会開催にあたり、組合員
の皆さまよりいただいたご意見

（一部抜粋）
◎
総
代
会
開
催
前
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
に
つ
い
て

 

Ｑ
１  

第
２
号
議
案
（
令
和
３
年

度
事
業
計
画
設
定
の
件
）
に
つ
い

て
、
書
面
議
決
に
す
る
に
は
、
い

つ
も
よ
り
説
明
を
し
た
書
面
が
必

要
で
は
な
い
か
？

 
Ａ
１  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年
と
同

様
に
、
地
区
別
説
明
会
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
総
代
会
に
つ
い

て
も
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

壱
岐
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
２ 

週
間
に
わ
た
り
説
明
動
画
を
放
映

し
、
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
補
足
の

資
料
と
し
て
総
代
会
資
料
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
十
分
な
説
明
に
至
ら
な
か
っ
た

と
は
思
い
ま
す
が
、ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
総
代
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
に

つ
い
て

 

Ｑ
２  

保
管
事
業
に
つ
い
て
、
収

益
が
減
少
し
て
い
る
理
由
は
？

 

Ａ
２  

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
増
加
に
よ
る
米

の
集
荷
量
の
減
少
や
、
令
和
２
年

度
に
つ
い
て
は
台
風
被
害
に
よ
る

減
少
が
原
因
で
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
米
の
作
付
と
全
量
出

荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

Ｑ
３  

損
益
計
算
書
に
あ
る
特
別

利
益
と
特
別
損
失
の
内
容
は
？
併

せ
て
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
い
き
の
損
益

計
算
書
に
あ
る
特
別
利
益
に
つ
い

て
も
教
え
て
欲
し
い
。

 

Ａ
３  

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
の
特
別
利
益

に
つ
い
て
は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
に
よ
る
国
、
県
か
ら
の
補
助

金
で
す
。
特
別
損
失
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
を
処
分
し
た
際
の
「
固

定
資
産
処
分
損
」
や
、
補
助
金
を

受
け
た
際
に
発
生
す
る
「
固
定
資

産
圧
縮
損
」
等
で
す
。

　
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
い
き
の
特
別
利

益
に
つ
い
て
は
、
畜
産
経
営
継
承

事
業
と
い
う
補
助
金
で
す
。

 

Ｑ
４  

畜
産
指
導
員
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
？
畜
産
を
伸
ば
し
て

い
く
考
え
な
ら
ば
、
人
員
の
配
置

を
お
願
い
し
た
い
。

 

Ａ
４  

常
に
指
導
員
の
人
材
育
成

を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
業
高

校
や
農
業
大
学
を
畜
産
専
門
で
出

て
き
た
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
の

で
各
中
学
校
や
高
校
に
出
向
き
お

願
い
を
行
っ
た
り
、
後
継
者
育
成

事
業
等
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
更
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ
５  

自
己
資
本
増
強
計
画
に
つ

い
て
、
販
売
高
に
応
じ
た
定
率
の

増
資
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
農
業
の
種
類
も
色
々
あ
る
中

で
、
一
律
１
％
を
増
資
す
る
の
は

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

 

Ａ
５  

出
資
金
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
は
財
産
に
な
り
、

農
協
に
と
っ
て
は
組
合
員
資
本
と

し
て
経
営
を
安
定
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
末
の
当 

Ｊ
Ａ
の
自
己
資
本
比
率
は
11
％
と

な
り
、
県
下
の
他
Ｊ
Ａ
と
比
較
し

て
も
、
非
常
に
低
い
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
が
悪

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
農
業

振
興
に
か
な
り
の
投
資
を
行
っ
て

い
る
結
果
で
す
。

　

今
後
、
新
し
い
営
農
振
興
計

画
に
基
づ
き
10
年
後
の
販
売
高

１
０
０
億
円
を
目
指
し
て
い
く
う

え
で
は
、
経
営
を
し
っ
か
り
さ
せ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
出

資
が
必
要
で
す
。
農
協
に
参
画
し
、

事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
に
増
資
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
職
員
が
訪
問
し
て
説
明

を
行
い
、
９
月
頃
か
ら
出
資
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
特
に
販
売
高
が
大
き
い

肥
育
部
会
の
皆
さ
ま
に
説
明
を
行

い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
部
会
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
通
し
て
、
理
解
を

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

Ｑ
６  

賦
課
金
の
変
更
で
、
約

９
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
手
数
料
が
上
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 

Ａ
６  

手
数
料
を
上
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
営
農

振
興
に
よ
る
販
売
高
の
増
加
な
ど

も
含
め
、
事
業
全
体
で
カ
バ
ー
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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利用による
農業経営の
維持・拡大

出資金をもとに
•共同利用施設の取得
•機械・設備の取得更新
　など 提供

出資金は組合員皆
さまの「財産」です

更なる営農振興の
ために出資金の拡
充が必要不可欠

組合員
出資金

（組合員資本）

７/２６（月）～８/３１（火）予定
令和３年

注：壱岐島内の新型コロナの感染状況によっては、訪問活動を一時中止致しますので、ご了承下さい。

販売精算の都度、積み立てていただきます

　※出資して頂く金額と振替口座
　　を確認させていただきます

これまでの耕作面積割および牛頭割を廃止し、
戸数割の2,000円のみの負担をお願いします。

①販売高に対して１％の出資

②毎年１口（2,000円）以上の出資

③ 賦課金 の振込口座の確認
　　※正組合員のみ

職員が組合員宅を訪問し、

出資の手続きをすすめさせていただきます。

訪問時に
組合員の皆さまに確認させていただく内容は３つです

総代会資料Ｐ８２～８３の内容となります

③出資金に対する 配当（目標毎年度１％以上）
※原則出資予約貯金とさせていただきます

①定額の出資（毎年度１回）  出資(積立)
②販売高１％の出資（精算の都度）

ＪＡ壱 岐 市
自己資本増強
10ヵ年計画

 全戸訪問に関するお問い合わせ先
        南支所 TEL.47-0311　北支所 TEL.45-2323

職員が組合員宅を訪問

「
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
自
己
資
本
増
強
1０
ヵ
年
計
画
」
を

す
べ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
す
す
め
て
参
り
ま
す

第56回総代会
承 認 事 項

（第18次10ヵ年増資計画）
①

③

②④

本計画は、
①すべての組合員によって、定額を
　出資金として積み立てていただく
　出資と、
②販売高の１％を出資金として積み
　立てていただく出資をもとに、強
　固な経営基盤を作り、
③毎年１％以上の出資配当ができる
　ように経営努力をしていくことで、
　更に剰余金を生み出し、
④内部留保をしていくという、持続
　可能で、実効性のある計画です。

営農振興
経営基盤

全組合員
に よ る
定額出資

毎 年１％
以 上 の
出資配当

販 売 高
１ ％

定率出資

剰余金の
内部留保
積 立 て

ＪＡ壱岐市営農振興10カ年計画（第９次営農振興計画）による農
業振興・農家所得の向上
10年後の農畜産物販売高100億円、新規参入100人、集落営農
100組織の達成

営農振興を支える持続可能な経営基盤の確立のため
自己資本（出資金）を10年かけて増強します

新たな
農　業
振興策

•産地強化への取り組み 
•担い手育成への取り組み
•地域活性化への取り組み

前月号トップページに
骨子を掲載しています

特集

こ
れ
か
ら
10
年
の
農
業
振
興
を
支
え
る

自己資本増強10ヵ年計画の概要

JA壱岐市が目指すところ

訪問
期間
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利用による
農業経営の
維持・拡大

出資金をもとに
•共同利用施設の取得
•機械・設備の取得更新
　など 提供

出資金は組合員皆
さまの「財産」です

更なる営農振興の
ために出資金の拡
充が必要不可欠

組合員
出資金

（組合員資本）

７/２６（月）～８/３１（火）予定
令和３年

注：壱岐島内の新型コロナの感染状況によっては、訪問活動を一時中止致しますので、ご了承下さい。

販売精算の都度、積み立てていただきます

　※出資して頂く金額と振替口座
　　を確認させていただきます

これまでの耕作面積割および牛頭割を廃止し、
戸数割の2,000円のみの負担をお願いします。

①販売高に対して１％の出資

②毎年１口（2,000円）以上の出資

③ 賦課金 の振込口座の確認
　　※正組合員のみ

職員が組合員宅を訪問し、

出資の手続きをすすめさせていただきます。

訪問時に
組合員の皆さまに確認させていただく内容は３つです

総代会資料Ｐ８２～８３の内容となります

③出資金に対する 配当（目標毎年度１％以上）
※原則出資予約貯金とさせていただきます

①定額の出資（毎年度１回）  出資(積立)
②販売高１％の出資（精算の都度）

ＪＡ壱 岐 市
自己資本増強
10ヵ年計画

 全戸訪問に関するお問い合わせ先
        南支所 TEL.47-0311　北支所 TEL.45-2323

職員が組合員宅を訪問

「
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
自
己
資
本
増
強
1０
ヵ
年
計
画
」
を

す
べ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
す
す
め
て
参
り
ま
す

第56回総代会
承 認 事 項

（第18次10ヵ年増資計画）
①

③

②④

本計画は、
①すべての組合員によって、定額を
　出資金として積み立てていただく
　出資と、
②販売高の１％を出資金として積み
　立てていただく出資をもとに、強
　固な経営基盤を作り、
③毎年１％以上の出資配当ができる
　ように経営努力をしていくことで、
　更に剰余金を生み出し、
④内部留保をしていくという、持続
　可能で、実効性のある計画です。

営農振興
経営基盤

全組合員
に よ る
定額出資

毎 年１％
以 上 の
出資配当

販 売 高
１ ％

定率出資

剰余金の
内部留保
積 立 て

ＪＡ壱岐市営農振興10カ年計画（第９次営農振興計画）による農
業振興・農家所得の向上
10年後の農畜産物販売高100億円、新規参入100人、集落営農
100組織の達成

営農振興を支える持続可能な経営基盤の確立のため
自己資本（出資金）を10年かけて増強します

新たな
農　業
振興策

•産地強化への取り組み 
•担い手育成への取り組み
•地域活性化への取り組み

前月号トップページに
骨子を掲載しています

特集

こ
れ
か
ら
10
年
の
農
業
振
興
を
支
え
る

自己資本増強10ヵ年計画の概要

JA壱岐市が目指すところ

訪問
期間
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第
９
次
営
農
振
興
計
画
対
談
シ
リ
ー
ズ
企
画
Vol.4 

（最終回）

「
ト
ッ
プ
に
聞
く
！
こ
れ
か
ら
の
壱
岐
の
農
業
」

 

川
﨑
組
合
長 
：
本
日
は
「
こ

れ
か
ら
の
壱
岐
の
農
業
」
を

テ
ー
マ
に
企
画
し
た
対
談
を

快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
第
９
次
営
農
振
興
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

県
や
市
な
ど
関
係
機
関
で
組

織
す
る
「
壱
岐
地
域
農
業
戦

略
推
進
会
議
」
の
設
置
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
実
現

し
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
ま

し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
営
農
振
興
計
画

で
は
、
10
年
後
の
販
売
高

１
０
０
億
円
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
「
め
ざ
そ
う
！

１
０
０
億
で
離
島
農
業
日
本

一
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

こ
の
計
画
が
広
く
地
域
に
浸

透
し
、
島
を
上
げ
て
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
白
川
市
長
、

黒
﨑
振
興
局
長
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に
特

に
必
要
な
こ
と
を
お
聞
か
せ

下
さ
い

 

白
川
市
長 

：
ま
ず
、
今
回
の

第
９
次
営
農
振
興
計
画
で
、
共

販
の
販
売
高
１
０
０
億
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
は
、
素
晴
ら

し
い
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。

　

壱
岐
は
第
１
次
産
業
の
島

で
す
か
ら
、
農
業
と
漁
業
は

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
間
違
い
な

い
こ
と
で
す
し
、　

農
業
に
期

待
す
る
部
分
は
非
常
に
大
き

い
で
す
。

　

し
か
し
、
農
業
の
担
い
手

を
確
保
し
て
い
く
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

初
期
投
資
に
か
か
る
費
用
や

そ
の
投
資
の
回
収
に
時
間
が 

か
か
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
人
手
不
足

も
深
刻
で
す
。
そ
こ
で
、
農

業
機
械
購
入
の
投
資
を
抑
え

る
た
め
と
、
作
業
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
も
農
業
機
械

銀
行
の
活
躍
も
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
様
々
な
課

題
に
対
し
て
、
行
政
と
し
て
い

か
に
支
援
で
き
る
か
、
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

黒
﨑
局
長 

：
白
川
市
長
も

「
素
晴
ら
し
い
計
画
だ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
も
今

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｊ
Ａ
壱
岐

市
が
戦
略
を
掲
げ
る
と
い
う

こ
と
は
「
時
機
を
得
た
も
の
」

に
な
っ
て
い
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

計
画
の
中
で
特
に
感
心
し

て
い
る
の
は
「
真
の
担
い
手

の
育
成
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
こ
こ
に
相
当
の
想
い
を

壱岐市農業協同組合
代表理事組合長　
川﨑裕司　氏

壱岐市　市長　
白川博一　氏

壱岐振興局　局長
黒﨑　勇　氏

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
新
し
い
営
農
振
興
計
画
の
た
め
に
企
画
し
た
対
談
シ
リ
ー

ズ
も
、
い
よ
い
よ
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
壱
岐
市
長
、
壱
岐
振
興
局
長
、

Ｊ
Ａ
組
合
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
対
談
で
、
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
９
次
営
農
振
興
計
画
書
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
飾
る
、
農
業
振
興
に
対
す
る
熱
い

想
い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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入
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
農
業
振
興
計
画

は
、
数
値
目
標
だ
け
を
掲
げ

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
目
標

ま
で
の
「
道
筋
」
が
見
え
に

く
い
も
の
が
多
く
あ
る
中
で
、

そ
こ
に
目
配
り
を
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

県
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

白
川
市
長 
：
Ｊ
Ａ
壱
岐
市

の
営
農
振
興
計
画
の
「
強
み
」

だ
と
思
っ
て
い
る
所
が
あ
り

ま
す
。
長
崎
県
は
地
域
ご
と

に
振
興
計
画
を
立
て
ま
す
。

壱
岐
市
の
場
合
、Ｊ
Ａ
（
現
場
）

で
営
農
振
興
計
画
を
立
て
、

そ
の
計
画
を
壱
岐
市
は
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、「
Ｊ
Ａ
の
振
興
計

画
」
は
「
壱
岐
市
の
振
興
計
画
」

と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
行
政

が
常
に
協
議
し
農
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
の

は
、
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
が
今
後
の
壱
岐
の
農
業
振

興
に
お
い
て
最
も
強
い
部
分

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
逆
に
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
壱
岐
は

深
江
田
原
の
よ
う
に
広
い
水

田
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
全

体
の
約
半
分
は
小
さ
い
圃
場

で
あ
り
、
土
地
利
用
型
の
農

業
を
主
体
と
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
ア
ス
パ
ラ
、
い
ち

ご
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
施
設
園

芸
品
が
普
及
し
、
高
単
価
・

高
収
益
の
実
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
壱
岐
は

南
国
の
品
目
以
外
な
ん
で
も

で
き
る
栽
培
し
や
す
い
環
境

だ
か
ら
こ
そ
「
何
を
育
て
る

か
」
と
い
う
品
目
の
選
択
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

 

黒
﨑
局
長 
：
逆
に
考
え
る
と

環
境
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何

で
も
で
き
る
し
、
で
き
た
も

の
は
美
味
し
い
。
し
か
し
品

質
は
良
い
の
で
す
が
、
ロ
ッ

ト
が
小
さ
い
の
で
、
市
場
で

勝
負
す
る
に
は
「
ブ
ラ
ン
ド

化
」
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
壱
岐
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
埋
も
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
計
画
で
戦
略
品
目

を
絞
っ
て
壱
岐
ブ
ラ
ン
ド
の

品
目
を
確
立
で
き
れ
ば
、
農

家
の
所
得
が
増
え
、
息
子
さ

ん
や
娘
さ
ん
が
親
の
背
中
を

見
て
農
業
を
継
い
で
く
れ
ま

す
。
そ
う
し
て
売
上
が
つ
い

て
く
る
と
息
子
さ
ん
に
は
お

嫁
さ
ん
が
く
る
。
そ
う
す
れ

ば
子
供
が
増
え
ま
す
。
実
際
、

長
崎
県
内
で
も
農
業
の
力
で

過
疎
化
の
現
状
か
ら
Ｖ
字
回

復
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。
壱
岐
で
も
必
ず
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
離
島
農
業

日
本
一
で
そ
れ
を
実
現
で
き

る
の
で
は
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
両
名
の
今

の
ご
指
摘
、
ご
意
見
の
通
り

で
す
。

　

市
長
か
ら
は
初
期
投
資
に

つ
い
て
、
局
長
か
ら
は
担
い

手
育
成
に
つ
い
て
、
島
を
支

え
る
産
業
を
育
て
て
い
く
た

め
に
も
、
地
域
の
過
疎
化
の

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
も
、
市
・
県
と
し
て
支
援

し
て
い
く
と
い
う
力
強
い
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
販
売
高
の
約
７
割

を
畜
産
で
占
め
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
畜
産
の
振
興
な
し

に
、
１
０
０
億
の
目
標
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
。
家
畜
市
場

の
上
場
頭
数
を
維
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
購
買
者
は
来

な
く
な
り
ま
す
。
現
状
の

４
，
０
５
２
頭
（
令
和
２
年

度
実
績
）
を
５
，
０
０
０
頭
、 

６
，
０
０
０
頭
と
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
新
た
な
畜
産
生
産
基

盤
の
維
持
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
Ｊ
Ａ
直

営
牛
舎
を
各
地
区
に
準
備

し
て
、
地
域
の
人
を
雇
用

し
、
飼
養
管
理
を
委
託
し
て

い
く
事
業
展
開
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
１
，
０
０
０
頭
、 

２
，
０
０
０
頭
と
増
え
て
い
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く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

先
ほ
ど
か
ら
ご
指
摘
の
「
初

期
投
資
や
担
い
手
育
成
」
の

課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

壱
岐
は
繁
殖
地
で
す
か

ら
、
繁
殖
が
増
え
れ
ば
肥
育

農
家
も
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
掲

げ
た
目
標
ま
で
増
頭
し
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
畜
産
農
家
に
も
ご

理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新

た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦 

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
農
家

と
Ｊ
Ａ
と
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
、
叡
智
を
結
集
し
、

や
る
気
を
も
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
想
い
で
、

１
０
０
億
と
い
う
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

白
川
市
長 

：
こ
こ
で
一
つ
、

組
合
長
に
お
聞
き
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
組

合
長
は
「
ニ
ン
ニ
ク
」
を
推

進
品
目
に
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
想
い
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
壱
岐
の
に

ん
に
く
栽
培
の
歴
史
は
古

く
、
「
壱
州
早
生
」
と
い
う

風
味
が
良
い
品
種
を
多
く
の

方
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
鱗
片
が
多
く
扱
い
に
く

い
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
栽

培
し
て
い
ま
せ
ん
。
輸
入
規

制
緩
和
も
あ
り
、
産
地
は
縮

小
さ
れ
、
現
在
は
別
の
品
種

を
作
付
し
て
い
ま
す
が
、
以

前
の
に
ん
に
く
産
地
を
復
活

し
た
い
想
い
で
す
。
露
地
品

目
で
は
所
得
が
高
く
、
栽
培

期
間
の
管
理
作
業
が
少
な
い

こ
と
も
魅
力
で
す
。
現
在
、

産
地
拡
大
を
目
指
し
て
機
械

化
体
系
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
に
ん
に
く
」
は
「
九
州

の
壱
岐
」
が
有
名
と
な
る 

日
が
来
る
こ
と
を
夢
見
て
い

ま
す
。

 

白
川
市
長 

：
先
ほ
ど
か
ら

話
に
出
て
き
て
い
た
よ
う

に
、
や
は
り
壱
岐
は
、
作
目

の
選
定
に
よ
っ
て
色
ん
な
特

産
品
が
で
き
る
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
す
。
組
合
長
の
熱

い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
是
非
と
も
「
壱
州
に
ん

に
く
」
の
復
活
と
産
地
化
に

向
け
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

壱
岐
の
農
業
の
可
能
性
や
期

待
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

 

白
川
市
長 

：
壱
岐
の
特
徴

の
一
つ
は
、
や
は
り
離
島
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
、

同
じ
土
俵
で
戦
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、「
有
人
国

境
離
島
法
」
の
成
立
で
、
輸

送
コ
ス
ト
に
対
す
る
補
助
が

実
現
し
、
戦
え
る
土
台
が
で

き
た
の
で
、
う
ま
く
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
と
、
壱
岐
の
特
徴
と

し
て
、
長
崎
県
下
で
も
最
も

早
く
、
集
落
営
農
組
織
の
組

織
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
壱

岐
の
方
々
は
地
域
で
の
結
束

が
と
て
も
強
い
と
思
い
ま

す
。
後
継
者
不
足
な
ど
の
課

題
も
、
集
落
営
農
組
織
等
が

受
委
託
を
し
て
い
く
な
ど
の

取
り
組
み
に
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
局
長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
親
の
背
中
や
集
落
の
姿

を
見
て
、
後
継
者
の
確
保
が
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進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

 
川
﨑
組
合
長 

：
い
ま
、
市
や
県
の

協
力
を
得
て
進
め
て
い
る
「
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
（
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー
）」
は
、
担
い
手
・
後
継
者
不

足
を
解
決
し
て
い
く
起
爆
剤
と
し

て
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本

来
は
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
く
制
度
で
す
が
、

こ
れ
を
農
業
の
現
場
に
活
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
就
農
支
援
と

し
て
定
着
す
れ
ば
、
日
本
初
の
事

例
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

是
非
、
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

黒
﨑
局
長 

：
こ
れ
は
成
功
す
れ

ば
、
離
島
を
飛
び
越
え
て
、
日
本

全
国
「
右
へ
な
ら
え
」
と
な
る
可

能
性
が
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
私
が
「
時
機
を
得
た
計

画
」
と
申
し
上
げ
た
背
景
の
一
つ

に
、
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
の
結

果
が
あ
り
ま
す
。
長
崎
県
の
人
口

は
、
マ
イ
ナ
ス
の
４
・
７
％
で
す
。

壱
岐
は
、
２
万
４
，
９
７
４
人
で
マ

イ
ナ
ス
の
７
・
９
％
と
い
う
こ
と

で
、
非
常
に
厳
し
い
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。
壱
岐
を
含
め
た
離
島

の
平
均
で
は
マ
イ
ナ
ス
８
・
９
％
で

す
。
壱
岐
は
離
島
の
中
で
は
留
ま
っ

て
い
る
方
で
す
が
、
や
は
り
本
土

と
比
べ
る
と
減
少
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
壱
岐
の
生
産
年
齢
人

口
（
15
歳
～
64
歳
）
で
あ
る
所

得
を
稼
げ
る
年
代
の
人
た
ち
が
、 

１
万
２
，
１
２
６
人
と
な
り
、
総
人

口
の
半
分
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と

い
う
と
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
何

を
や
る
に
し
て
も
土
地
は
あ
る
け

ど
、
や
る
人
が
い
な
い
。
ず
っ
と

人
手
不
足
と
い
う
こ
と
で
す
。
技

術
や
農
地
は
あ
る
け
ど
、
作
る
人

が
い
な
い
。

　

そ
こ
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
が
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
（
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
）
」
で

組
合
を
作
り
、
島
内
外
の
若
者
を

中
心
に
農
家
に
派
遣
し
て
、
安
定

的
に
生
活
で
き
る
収
入
を
確
保
さ

せ
な
が
ら
、
一
方
で
、
技
術
の
習

得
を
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
農
業
振
興
し
て
い
く

こ
と
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
た
ぶ
ん
今
し
か
で
き
な
い
。

逆
に
い
う
と
、
こ
の
機
を

逃
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

ど
の
み
ち
全
国
が
壱
岐

と
同
じ
よ
う
に
人
口
減
少

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
早

く
課
題
に
接
し
て
い
る
分

だ
け
早
く
取
り
組
み
を
し

て
、
人
材
の
奪
い
合
い
を

す
る
前
に
し
っ
か
り
と
対

策
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
で
や
っ
て
い
け
る

と
い
う
モ
デ
ル
を
示
し
て

い
け
ば
、
壱
岐
市
の
「
強
み
」

に
そ
の
ま
ま
な
る
の
で
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
農
家
だ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
特
に

農
家
の
親
御
さ
ん
た
ち
は
、

や
は
り
ど
う
に
か
し
て
子

供
た
ち
が
戻
っ
て
来
な
い

か
と
い
う
気
持
ち
が
も
の

す
ご
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
仕
事
や
収
入
な

ど
の
面
で
戻
っ
て
来
い
と

は
な
か
な
か
言
え
な
い
と

い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
確
立
し
て

成
功
さ
せ
れ
ば
、
生
活
を

維
持
し
な
が
ら
技
術
の
習
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得
を
し
て
、
就
農
で
き
ま
す
。
私
も
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
後
継
者
対
策

は
、
こ
の
振
興
計
画
に
合
わ
せ
た
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

黒
﨑
局
長 
：
さ
ら
に
計
画
に
は
、

マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
様
々
な
農

業
技
術
を
習
得
す
る
中
で
、
そ
れ
を

支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
や
ア
パ
ー
ト
ハ
ウ
ス

を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
「
道

筋
」
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
行
政
の
方
で
も
、
今
あ
る

制
度
の
中
で
活
用
で
き
な
い
も
の
、

問
題
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
こ

こ
は
、
こ
の
よ
う
に
で
き
な
い
か
！

こ
の
よ
う
に
し
て
く
れ
！
」
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
、
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
解
決
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
で
、

離
島
で
、
豊
か
な
生
活
が
確
立
さ
れ

る
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
是
非
こ
れ
は
、
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
今

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
こ
こ
は
、
こ

の
よ
う
に
で
き
な
い
か
」
と
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
や
っ

て
い
け
ば
通
じ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
今
日
は
、
色
ん
な

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
１
０
０
億
の
目
標
」
は
、
県

下
に
広
が
っ
て
い
ま
し
て
、
県
の
会

合
で
も
話
題
と
な
り
驚
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 

白
川
市
長 

：
私
が
「
１
０
０
億
と

い
う
目
標
が
素
晴
ら
し
い
」
と
思
う

の
は
、
や
は
り
人
は
物
を
言
う
と
責

任
が
生
じ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か
か

り
ま
す
。
し
か
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

な
い
と
目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
い
つ
も
「
有
言
実
行
」
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
。
言
っ
た
以
上
は
や
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
で
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
県
の
農
林
部
長
か

ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

黒
﨑
局
長 

：
当
然
、
県
で
も
応
援

し
て
い
ま
す
。
県
庁
内
の
メ
ー
ル
で

も
「
壱
岐
を
応
援
し
よ
う
」
と
い

う
動
き
が
出
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た 

で
す
。

 

白
川
市
長 

：
今
、
局
長
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー 

と
し
て
認
め
て
も
ら
う
と
、
国
の
政

策
に
も
反
映
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、「
制
度
は
決
ま
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
こ
を
こ
う
し
て
下
さ
い
。
」

と
物
申
す
。
そ
の
く
ら
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
「
農
業
の
可
能
性
」
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
壱
岐
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
で
す
。

　

農
業
は
、
食
料
を
供
給
す
る
と
い

う
役
割
に
お
い
て
、「
目
標
２
．
飢
餓

を
ゼ
ロ
に
」
「
目
標
３
．
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
に
欠
か
せ
な
い

産
業
で
す
。

 

ま
た
、
農
業
は
そ
れ
自
体
で
自
然
環

境
を
保
持
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
「
目
標
13
．
気
候
変
動

に
具
体
的
な
対
策
を
」「
目
標
15
．
陸

の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
に
関
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
業
に
は
雇
用
を
支
え
る

役
割
も
あ
る
た
め
「
目
標
８
．
働
き
が

い
も
経
済
成
長
も
」
「
目
標
９
．
産
業

と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」

と
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
壱
岐
市
に
お
い
て
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
農

業
」
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
は
、
命
を
守
り
、

環
境
を
守
り
、
雇
用
を
守
る
と
い
う

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
最
初
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
い
う
言
葉
に
ピ
ン
と
こ
ず
、
島

民
の
皆
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
少
し
ず
つ
世
間
に
浸
透
し
て

令和２年11月にSDGsシンポジウムが開催されました
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い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
が
果
た

し
て
い
る
役
割
を
改
め
て
自
覚
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
の
お
っ

し
ゃ
る
通
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

黒
﨑
局
長 

：
壱
岐
の
農
業
の
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
市
長

も
お
話
し
さ
れ
た
集
落
営
農
法
人

の
組
織
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。
今
30
団
体
あ
る
か
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
れ
を
こ
の
小
さ
い
島

で
で
き
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い

ま
す
。
他
の
地
域
で
は
法
人
化
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
担
い

手
育
成
や
労
働
力
支
援
の
対
策
と
し

て
、
こ
の
集
落
営
農
法
人
と
マ
ル
チ

ワ
ー
カ
ー
を
両
輪
で
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
集
落
営
農
法
人
の

不
足
分
を
「
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
」
に

補
っ
て
も
ら
う
。
周
年
雇
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
と
、
元
々
課
題
で

あ
っ
た
低
い
土
地
の
利
用
率
を
高

め
る
こ
と
で
、
農
家
の
所
得
の
上

積
み
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
集
落

営
農
法
人
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
県
と
し
て
も
願
っ
て
い
る
こ
と 

で
す
。

　

先
日
の
第
２
回
壱
岐
地
域
農
業
戦

略
推
進
会
議
で
は
、
「
大
き
な
地
図
」

を
広
げ
て
協
議
を
行
わ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
農
業
振
興
に
は
、
排
水

対
策
や
農
地
集
積
な
ど
農
地
の
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

課
題
で
す
。
各
集
落
で
地
域
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

川
﨑
組
合
長 

：
本
日
は
、
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
壱
岐
地
域

の
農
業
戦
略
を
、
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な

く
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
作

り
上
げ
、
全
力
で
農
業
振
興
が
で
き

る
こ
と
を
、
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
年
後
の
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
、

こ
の
対
談
が
契
機
と
な
り
、
壱
岐
市

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お

約
束
し
、
対
談
の
結
び
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
営
農
振
興
10
ヵ
年
計

画
は
、「
若
者
が
活
き
活
き
と
豊
か
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ

る
農
業
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

皆
さ
ま
、
ど
う
か
共
に
こ
の
計
画
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

営
農
振
興
計
画
対
談
シ
リ
ー
ズ
企
画

　
V‌

o‌

l
．１
「
夢
の
あ
る
農
業
の
実
現
に
向
け
て
」

‌

ふ
れ
あ
い
４
月
号
掲
載

　
V‌

o‌

l
．２
「
持
続
可
能
で
、
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
」

‌

ふ
れ
あ
い
５
月
号
掲
載

　
V‌

o‌

l
．３
「
20
代
が
語
り
合
う
壱
岐
の
農
業
」
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第２回壱岐地域農業戦略推進会議の様子
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地域の話題発見 !!

　６月 18 日、郷ノ浦町の JA 壱岐市大会議室で「第２回壱岐地域
農業戦略推進会議」が開催されました。
　同会議は、JA 壱岐市が策定を進めている第９次営農振興計画を

「壱岐地域の農業戦略」として位置づけ、振興方針や具体策を、県
や市、関係機関と共有することで、今まで以上に一体感をもって
取り組み、農家所得の向上および 10 年後の農畜産物販売高 100
億円の目標達成に向けて設置されています。
　協議では、JA 壱岐市が実施していく振興計画について議論が行われました。今回の計画では、経営品種
毎の振興対策による生産拡大や産地情報の発信、スマート農業を活用した経営の効率化などを図る「産地強
化」、JA 直営によるアパート型トレーニング農場の設置やマルチワーカー制度を通した「担い手育成」、地
域農業を次の世代に引き継ぐため、軌道にのるまでの経営を JA 主体で実施しその後譲渡するブリッジ経営
による集落営農への生産支援などの「地域活性化」の３つの大きな取り組みを計画の柱としています。
　各部署からの説明のあと、参加者は会場に「大きな地図」を広げ、意見を出し合いました。地図を広げ島
内全てを見ながら、耕作放棄地の状況や畜産の放牧が行える場所の確認などの現状の把握と、今後振興を図っ
ていく上での拠点について関係機関が揃い意見を出し合いました。

　壱岐市立田河小学校の３年生児童 18 名は、６月 15 日に総合の学習
で、大豆の栽培方法を学びました。
　同校では今年、３年生の「総合」授業の中で、『壱岐の郷土料理を学ぶ』
を目的に、「壱州豆腐」と「カボチャのよごし」を作る予定で、使用す
る原材料の大豆やカボチャ、人参などを児童が栽培していきます。
　栽培するにあたり、JA 壱岐市営農部農産園芸課に指導の依頼があり、
露地野菜を担当する浦川将文指導員が収穫まで指導を行っていきます。

　15 日の授業では、豆腐の原料となる大豆について座学を行いました。イラストなどを使った資料を用いて、
大豆栽培における注意点などを児童に分かりやすく説明しました。
　実際に蒔く大豆も用意し、児童たちは興味津々に観察し、感触などを確かめる姿が見られました。
　同校では、今後栽培と並行し、児童に郷土料理のレシピを保護者に聞き取る宿題も出す予定です。料理教
室の際は、壱岐市のヘルスメイトさんへの協力も依頼していく予定です。
　浦川指導員は「地元の子供たちに農産物について学んでいただく良い機会を与えてもらった。今後も収穫
までしっかりサポートしていく。今回の学習が子供たちの笑顔と、いい思い出に繋がることを願っている」
と笑顔で語りました。

「大きな地図」を広げ意見交換が行われました

大豆栽培について学びました

　勝本町にある長崎県立壱岐商業高等学校では３年生が行う課
題研究の１つで、農産物栽培を行っています。
　令和３年度は６人が受講しており、栽培する品目は生徒の意
見を尊重しながら、手入れなどを考慮して選定されています。
夏収穫にむけて、ミニトマトやスイートコーンなど、約 16 品
目を栽培しています。
　同校ではこれまで、栽培・収穫した野菜を同 JA の農協まつ
りで実際に消費者に販売する活動も行っています。栽培・管理
から、値付けや販売用ポップの作成まで生徒が行い、商いの基本を学んでいます。
　松本教諭は課題研究を通して「県下の商業高校で野菜栽培をしている学校は珍しいと思う。農業を通して
心豊かな人間性を育み、生産を通して忍耐力・責任感を養いたい。生産から販売までの商品の流通について
も学習してほしい。将来、体験した生徒の中から壱岐の農業を継いでくれる子たちが出てくることを願って
いる」と熱く語りました。
　夏採り野菜の収穫後は、冬にむけた作付けも始まります。

生 徒の自主性を尊重した
　　　　　農業学習が行われています

大 きな地図広げ
　　　10年後の地域農業を考える

郷 土の味を学習するため農作物
　　　　　　　の栽培から取り組みます

農業を通じて豊かな
人間性を育む商業高校生の皆さん

賑わいを見せた作業服特売コーナー

笑顔でお話される姿が沢山見られました
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　JA 壱岐市では７月９、10 日の２日間、郷ノ浦町の JA 壱岐市
資材センター前広場にて「2021JA 夏の購買フェア」を開催し
ました。
　本フェアは毎年開催されており、自動車や農業機械を始め、
工具、電器製品やガス機器、飼料や肥料等の園芸資材や生活資材・
Ａコープ商品などの日用品まで幅広い分野の商品の展示・販売
が行われています。会場ではマスク着用などの新型コロナウイ
ルス感染症対策も講じられました。
　自動車展示・販売ブースでは新車・中古車の展示、販売や、
試乗車体験などを実施しました。農機具コーナーでは、大型の
コンバインから小型の管理機、刈払機まで多種多様の農機具が
販売されました。
　園芸・生活資材ブースも、生活用品を買い求めるお客様で賑
わいました。作業服の半額コーナーも人気で、多くのお客様が
袖を通して着心地を確認する姿が見られました。
　同 JA 壱岐市購買部の斎藤正和部長は「開催前からの降雨で心
配していたが、足元が悪い中、組合員並びに利用者の皆さまに
ご来場いただき大変嬉しく思う。今後も地域の農業と生活に寄
り添った事業展開を進め、より良いサービスを提供していきた
い」と笑顔で語りました。

毎 年恒例の購買フェアを開催しました

賑わいを見せた作業服特売コーナー

笑顔でお話される姿が沢山見られました

ご来場ありがとうございました♪

　６月 11、12 日の２日間、JA 壱岐市が運営する直売所「アグリプラザ四季
菜館」で「壱岐牛フェア」が開催されました。
　フェアでは、直売所の看板商品である壱岐牛のロース・モモ商品すべてを２
割引で販売しました。特に、壱岐牛と同じくらい人気だったのが、壱岐産アス
パラガスの詰め放題です。売り場前ではトロ箱に積まれたアスパラガスを根気
よく指定の袋に詰めるお客様の姿が目立ちました。
　19、20 日の２日間は、芦辺町の直売所「島の駅壱番館」で創業祭が開催さ
れました。
　壱番館は創業から今年で 12 年目を迎えています。食料品から日用品まで広
く取扱い、地域の皆さんに、地元食材を購入できる店舗として長く利用されて
います。
　イベントでは、壱岐牛をはじめ、米や各蔵元の焼酎、島内農産物を使用した
加工品やお菓子などが創業祭特価で販売されました。毎年のイベントで恒例と
なっているお楽しみ抽選会も行いました。
　壱番館の冨田裕美子店長は「皆さまのご愛顧で 12 周年を迎えることができ
大変光栄に思います。今後も皆さんに愛されるアットホームな店舗にしていき
たいです」と笑顔で語りました。

６ 月は両直売所セールが盛況でした

人気だった壱岐産
アスパラガスの詰め放題

車の内装までしっかり説明
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営 ト ックスピ
topics農

この面に記載の事項についてのお問合せ先は営農センター（0920-45-3805）までお願いします。

①土寄せ
　土寄せを行う事により、茎部からの新根の発生を促し収量の増加に繋がります。必ず２回実施して下さい。
②病害虫防除
　ハスモンヨトウ　　　　トレボン粉剤DL　　　　4kg/10a
　紫斑病・カメムシ　　　スタークル粉剤DL　　　3kg/10a
　　　　　　　　　　　　トップジンＭ粉剤DL　　4kg/10a
③雑草対策
　生育期間中に雑草が繁茂した場合は、アタックショット乳剤（薬量 30～ 50ml/10a・水量 100ℓ）を散布して下さい（特
別栽培基準の農薬回数に注意が必要）。
� （担当：農産園芸課　下條）

大豆

コシヒカリ
①水管理
　浅水管理を基本としますが、中干しが不十分で収穫に支障をきたすような圃場では真夏日を避けて落水し、間断潅水によって
地耐力をつけて下さい。
②刈取り適期
　出穂後 30～ 34日程度で成熟期を迎えます。刈取り適期は全籾数の 85～ 90％が黄化した頃です。
③落水
　登熟歩合の低下によるやせ米の発生を軽減するため、早い落水は避け収穫７日前の落水を心掛けて下さい。
④乾燥調製について
　●胴割米の発生防止のため、高温・急乾燥は行わないようにして下さい（ガードレールでの掛け干しは厳禁）。
　●�出荷米の水分は 14.5 ～ 15％です。掛け干し乾燥を行う方は必ず水分測定を行ってから脱穀・出荷をお願いします。乾燥
機を使用される方は、乾燥機の設定確認を必ず行って下さい。

にこまる
①出穂期と水管理について
　８月下旬頃から出穂期を迎えます。出穂期前後（穂ばらみ期～穂揃期防除頃）は稲の一生のうちで最も蒸散量が多く、この時
期に水不足になると収量・品質に支障をきたしますので必ず深水管理として下さい。
②穂肥の施用について
　１回目：出穂 18日前頃（幼穂長７mm）
　２回目：出穂 10～ 7日前（幼穂長 10cm）
　　〔施用基準〕

③病害虫防除について
【秋ウンカ】
　圃場での発生状況を確認し、早めに防除を実施する事で害虫の生息密度を下げるよう心掛けて下さい。
～防除対策～
　⑴本虫の発生は圃場間や同一圃場内でも偏りが大きいため、圃場の見回りを徹底し、圃場全体の発生状況を把握して下さい。
　⑵�８月上旬の要防除水準は短翅型雌成虫の寄生密度が 0.2 頭 / 株となった時期です。要防除水準に達した圃場では、次の薬
剤により早急に防除を行って下さい。

　　　　　アプロードロムダンモンカットF粉剤DL　4kg/10a

　　　※トレボン粉剤は益虫である秋ウンカの天敵も殺して
　　　　しまいますので、この時期は使用しないで下さい！

　⑶�防除実施後もその後の発生状況に十分注意し、防除効果の確認を行うとともに、必要に応じて追加防除を実施して下さい。
　⑷�本虫は株元を好んで寄生するので、防除の際は圃場にしっかりと水を張り株元に薬剤が十分に届くよう丁寧に行って下さい。
【紋枯病】
　高温・多湿条件で多発しやすい病害ですので、予防的な薬剤散布を実施して下さい。
　⑴防除薬剤
　　・モンガリット粒剤（予防剤）　　3～ 4kg/10a（収穫 45日前まで）
　　・バリダシン粉剤DL（治療剤）　3～ 4kg/10a（収穫 14日前まで）� （担当：農産園芸課　下條）

水稲　トビイロウンカの発生状況を確認しましょう

※葉色は栽培暦の葉色スケールを
　参照して下さい。

１回目 ２回目
葉　色 施肥量 施肥量
3～ 4 10～ 15kg

15kg4 ～ 5 5～ 10kg
5 以上 施用しない

トビイロウンカによる坪枯被害
トビイロウンカ
短翅型雌成虫
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営 ト ックスピ
topics農

２回目の摘果（仕上げ摘果）の徹底をお願いします。

　（目安）　・ 20～ 30枚の葉に対して 1果

　　　　　・�前年の枝ではなく、今年伸びた枝（葉
を 5～ 6枚つけた枝）の先端につい
た果を残して下さい。

　　　　　・�枝が垂れ下がる場合は、ひも等で誘引
し、日当たりをよくして下さい。

　（担当：農産園芸課　長嶋）

柑橘類

露地栽培が可能な小菊を栽培してみませんか

【小菊栽培の魅力】
①初期投資額が少ない
　�露地栽培で行う為、ハウスなどの施設がいりません。又、栽培
後の切り株から次年度の苗を確保するので種苗費は初年度しか
掛かりません。
②軽い・重労働が少ない !!
　定年退職後、女性の方でも気軽に取り組めます。
③景気に左右されにくく安定した需要がある。
　盆・彼岸・年末の需要期に入ると高単価での取引があります。
④継続出荷が可能 !!
　５月～１月まで継続出荷ができ、定期的に収入が得られます。
⑤市場での評価が上昇中 !!
　�継続出荷、選花の徹底により市場評価が上がっています。

【作　型】� ↓：挿し芽　　▽：定植　　×：摘心　　　■：収穫��
開花時期 10月 11月 12月～１月 2 月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
５月咲き ↓ �▽�×
６月咲き ↓ 　��▽�×
７月咲き ↓ ▽ ×
盆咲き ↓ ▽�×
９月咲き ↓ ▽×
10月咲き �↓ ▽×
11月咲き ↓ �　▽×
12月咲き �↓ ▽×��

　特に品質は非常に好評を受け現在『いきな小菊』としてブラン
ド化ができており安定単価での販売ができています。

　（担当：農産園芸課　松嶋優斗）

　貸し出し等により農協所有コンテナの在庫が減少しており、集荷業務に支障をきたしております。さらに、コンテ
ナ不足時には、島外より有償で借入れる状況にあります。
　つきましては、農協コンテナをご自宅等にお持ちの方は下記期日までにご返却をお願い致します。郷ノ浦町生姜貯
蔵用コンテナの管理運営に関しても、JA壱岐市で行っておりますので、併せてご返却の程よろしくお願いします。
　また、どこかでお見かけの際は回収に伺いますので、下記連絡先まで連絡頂きますようお願い申し上げます。

１．回収コンテナ　　右写真のコンテナです。
　　　　　　　　　　左：農協所有コンテナ
　　　　　　　　　　右：生姜貯蔵用コンテナ
２．返却期日　　　　令和３年８月９日（月）まで
　　　　　　　　　　毎日午前８時 30分から午後４時 30分　　　
３．返却先　　　　　国分多目的集荷場
　　　　　　　　　　（牛セリ場横）
４．連絡先　　　　　JA壱岐市営農センター
　　　　　　　　　　農産園芸課　0920-45-3805
　　　　　　　　　　野菜集荷場　0920-45-3267

農協所有コンテナ及び郷ノ浦町生姜貯蔵用コンテナの回収について

オレンジ色で「壱岐」の文字入 黄色コンテナで「郷ノ浦町生姜貯蔵庫」の文字入

（温州みかん横径の時期別目標　単位：ｍｍ）

【所得試算表】� 単位（本・円）10a当り
出荷数量 25,000
単　　価 35
粗生産額 875,000
種 苗 費 36,000 初年度のみ
生産・農具費（肥料・農薬等） 200,000
資 材 費（支柱・ネット等） 150,000 初年度のみ
出荷経費（運賃・箱代） 150,000
費 用 計 536,000
所　　得 339,000
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《表紙紹介》

我が家の

どるたち

Ｑ�．壱岐に来る前の壱岐のイメージ
Ａ	．のんびりしていて、海が綺麗な島なんだろうなと思っ
ていました。

Ｑ�．壱岐に来て驚いたこと
Ａ	．車で道を走っているときに、目印や標札が少ないのに
ビックリしました。
　　今はだいぶ整備されていますが、昔は道に迷う事もあ
　りました。

Ｑ�．これからの夢
Ａ	．まずは子供たちを一人前に育てていきたいです。
　　落ち着いたら、小物など自分で作れるようになりたい
　です。

山
やま

川
かわ

　智
とも

代
よ

さん（50）郷ノ浦町田中触

出身地：福岡県福岡市
壱岐に定住した年：平成 15 年

山
やま

川
かわ

　優
ゆう

　奈
な

 ちゃん（５）

　　　大
ひろ

　翔
と

 く　ん（３）

　お父さん：高典さん　お母さん：加奈さん

　優奈ちゃんは、活発で元気いっぱいな女の子です。
弟の面倒を見たり、幼稚園でもしっかりお姉ちゃんな
姿を見せてくれます。
　大翔くんは、おふざけが好きで、悪さん坊の男の
子です。お姉ちゃんと遊ぶのが好きで毎日ニコニコし
ています。
　「コロナ禍で心配なとこもありますが、来年には小学
１年生、幼稚園年少に上がるので、健康で元気に自
分らしく成長していってほしいです」とご両親。

芦辺町中野郷仲触
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Ｑ�．印象の強い思い出は？
Ａ	．昭和 40年に車の免許を取った時が一番印象に
残っています。
　　合格した時にとても嬉しく「一生事故は起こし
　ません」と交付された免許証に誓って、抱いて寝
　るくらい嬉しかったです。
　　事故もなく、つい最近無事に返納いたしました。
Ｑ�．一番の楽しみは？
Ａ	．月に３回くらい、仲間と一緒にグランドゴルフ
をやるのが楽しみです。
　　もう 20年くらいやっています。勝敗はあまり
　気にせずに、気の知れた皆さんとやれて楽しいです。
　　次にやる日をいつも楽しみにしています。
Ｑ�．元気の秘訣
Ａ	．毎日体を動かす事です。
　　自分で自炊もしますし、野菜なども育てています。

折
おり

尾
お

スミ子
こ

　さん（84）勝本町本宮西触

ばい！！まだ
  まだ
元気

大谷　悠真さん
からバトンタッチ

Ｑ�．お仕事は？
Ａ	．市役所農林課に勤めています。
　　壱岐地域農業再生協議会の事務をしています。仕事に
　就いて１年でわからない事が多いので、周りの先輩方に
　色々と教えてもらいながら成長していきたいです。
Ｑ�．チャレンジしてみたいことは？
Ａ	．コロナが収まったら、行ったことがない所に旅行した
りしたいです。
Ｑ�．休みの日は何してる？
Ａ	．野球とソフトの社会人チームに入っているので、練習
や試合などを頑張っています。
Ｑ�．壱岐の好きなところは？
Ａ	．自然が豊かで、食べ物が美味しいところです。
Ｑ�．農業について
Ａ	�．おじいちゃんが、イチゴとメロンを栽培しています。
　　なかなか手伝えていないので、今後少しずつでも手	
　伝っていきたいです。
Ｑ�．理想の家族は？
Ａ	．やさしくて、しっかりした人が良いです。

仕事も趣味も一生懸命がんばります !!

岡
おか

部
べ

　友
ゆう

亮
すけ

 さん（19）　 郷ノ浦町釘山触 

平成 14 年１月８日生　B 型

笑顔で
がんばります!!

竹
たけ

原
はら

　優
ゆう

也
や

さん （23）
郷ノ浦町初山西触

われら後継者！
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ＪＡ壱岐市青年部

伝統の学童農園を通して
食農教育を図りました

　JA 壱岐市青年部では 12 の支部ごとに地域の幼稚園や小学校を対象とした学童農園を設
置しています。
　青年部活動の大きな柱となる食農教育は、「食」が持つ多様な役割の大切さを学ぶとと
もに、食を支える農の価値を伝えていくことを目的に展開しています。
　学童農園でのもち米やさつまいも栽培などの農業体験を通して、子供たちの食への関心
を高め農業を身近に感じる為の活動として取り組みを続けています。
　6 月には各支部ごとに田植えや芋苗植えが行われ、泥だらけになりながらも終始笑顔で
楽しむ子供たちの姿であふれました。
　同青年部の米倉浩太部長は「各地域や幼稚園、小学校のご理解とご協力もあり、伝統あ
る学童農園のスタートを迎えることができました。子供たちの楽しそうな姿を見る事がで
き、嬉しく思います」と笑顔で答えました。

勝　本

柳　田

沼　津

那　賀箱　崎
鯨　伏

初　山 武生水

渡　良

志　原

石　田

　田河地区では青年部の皆
さんで田植えを行いました。
収穫後には、子供たちに鏡
餅にして届ける予定です。

田　河
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　日頃より、当家畜市場をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　令和３年８月子牛市については、感染症拡大防止策の強化に努め通常どおり開催する予定です。
　多くの方が来場される家畜市場において、新型コロナウイルスを含む感染症予防のため皆様に
下記の事項へのご協力をお願い申し上げます。
　また、８月子牛市より移動によるストレス軽減のため上場子牛全頭へ鼻腔粘膜ワクチン

「TSV3」の投与を行いますので、生産者の皆様方には市場搬入時間厳守のご協力をお願いいた
します。

壱岐家畜市場利用者の皆様へ（お願い）

〇発熱（37.5℃以上の方）や咳、全身痛などの症状がある場合や、体調に不安のある方は、
　来場をお控え下さい。
〇自らが感染・拡散しないという観点から、季節性インフルエンザに代表される感染症の 
　予防対策（手洗い、手指消毒、うがい、マスクの着用など）を行って下さい。
〇生産者の競り場内への立ち入りについては禁止いたします。
　※購買をされる方（購買者カード発行者）、販売者本人をのぞく。
〇購買者の下見時間については、繋留場（牛）から離れて下さい。
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ふれあ

　一気に暑くなって、いよいよ夏本
番となりましたね。夏休みに入るの

を待ち遠しく思っている我が子たち。親はというと、休み
の間の食事の心配などで頭がいっぱいです。ほんと……給
食センター様の偉大さを痛感する季節に突入します（苦笑）
　今回の表紙撮影では、芦辺町でアスパラ栽培をされてい
る後藤裕昌さんのハウスにお邪魔しました。ハウスの周り
を駆け回るお子さんたちに終始笑顔で対応いただきました。
　表紙の撮影が終わった後の記念撮影の時、登場いただい
た大翔くんに「ヒロくん、ニコニコ～♪」と呼びかけていると、「は～い♪おじちゃんもヒロくんで
～す♪」と言って子供たちの笑顔を引き出していただく一面もありました（笑）
　撮影にご協力いただいた山川さんご家族、後藤さんありがとうございました。	 （小西　要）

お盆期間中の業務について
業　　務 ８月13日（金） ８月14日（土） ８月15日（日）

人工授精業務 通常営業（午前 8時 30分～午後 5時まで）

資材センター業務
柳 田

通常営業 休　業
国 分

電気店舗　ING560 通常営業 休　業

ATM（現金自動受払機） 通常営業（午前 8時 45分～午後 8時まで）

為替業務 通常営業 休　業

給油所業務　　　　 通常営業 休　業

ガス配送業務 通常営業 緊急配送のみ（080-1770-1302 へ）

アグリプラザ四季菜館 通常営業（午前 8時～午後 6時）

島の駅　壱番館	 通常営業（午前 8時 30分～午後 6時 30分）

野菜等集荷業務 通常営業

その他の業務
　　　　及び窓口業務 通常営業 休　業

※ 8月 14日 (土)～ 15日 (日)の交通事故受付については、
　�0120-258931（ＪＡ共済事故受付センター）へ連絡をお願いいたします。�
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